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□文化施設利用者・入館者
コスモホール 54,285人
交流文化館浅科 10,449人　
駒の里ふれあいセンター 26,766人
臼田文化センター 781人

□指定文化財
件61定指国
件02定指県
件331定指市

□美術館・博物館入館者
市立近代美術館 12,399人　
天来記念館 2,596人　
鎌倉彫記念館 347人　
望月歴史民俗資料館 4,455人　
五郎兵衛記念館 3,233人

□地域間交流と国際交流
姉妹都市　フランス共和国アバロン市
友好都市　秋田県由利本荘市

静岡県静岡市　
東京都神津島村

銀河連邦共和国（友好都市）
神奈川県相模原市
秋田県能代市
岩手県大船渡市
鹿児島県肝付町

ゆかりのまち
愛知県岡崎市
北海道函館市
滋賀県甲賀市

交流都市　神奈川県川崎市宮前区
埼玉県和光市
愛媛県宇和島市
佐賀県川副町
エストニア共和国サク市

○総合文化会館の整備
○芸術・文化関連諸施設間の連携推進

○指定文化財、埋蔵文化財等の保護・保存　
と有効活用
○文化振興基金を活用した人材育成及び文
化活動への支援
○旧臼田町誌の刊行

○企画展、特別展、公募展事業の実施
○収蔵品の充実、展示・保管環境の整備
○川村吾蔵の記念館や甲冑武具等の歴史資
料を展示・保管する施設の整備

○国内外の都市との交流の推進
○観光・文化・スポーツ等を通じた市民レ
ベルでの交流活動の促進
○国際交流団体及び国際性豊かな人材の育
成・支援

文化・芸術

地域間交流
・国際交流

分 野 標 目 備 整況状末度年71成平目 項
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□男女共同参画型社会
女性委員を含む審議会等の比率 79.5%
女性委員の比率 27.3%

□人権保護
各種人権教育活動参加者 4,723人

園６　立私園稚幼□

□小学校・中学校
校91校学小立市
校7校学中立市
校1校学中立私

□学校給食
設施5ータンセ
設施1校独単

□高校教育・高等教育
県立高等学校 6校
私立高等学校 2校　

校5校学修専
校1学大期短

□青少年教育
各種青少年育成活動参加者 2,464人

○女性の社会参画の促進に向けた意識啓発
の推進

○仕事と子育てが両立できる環境整備の促
進

○各種審議会等への女性登用の促進

○佐久市部落差別撤廃と人権擁護に関する
総合計画の策定

○人権意識の高揚を図るための啓発活動の
推進

○人権教育の推進及び指導・相談体制の充
実・強化

○幼児教育環境の整備充実
○幼児期からの基本的生活習慣（家庭のし
つけ）の定着促進

○望月小学校建設及び泉小学校の改築
○岩村田北部小学校の設置検討
○通学区域及び学校配置の検討
○浅間・臼田中学校の改築
○基礎学力向上に向けた教育内容の設定及
び指導方法の充実

○障害のある児童生徒やいじめ・不登校等
に対する指導・相談体制の充実

○児童生徒の安全確保対策の充実

○佐久城山小学校自校給食の学校給食南部
センターへの統合

○民間活力導入と配食体制効率化の検討
○学校給食への地場産品活用推進等による　
「地産地消」「食育」の推進

○大学等高等教育機関の誘致及び創設支援
○地域活性化に向けた人的・知的資源の活
用促進

○地域ぐるみの青少年健全育成推進体制の
強化

○社会環境浄化活動の推進
○交流・学習拠点施設間の連携と運営充実

男 女 共 同
参 画 社 会

人 権 尊 重
社 会

幼 児 教 育

学 校 教 育

高校教育・
高 等 教 育

青 少 年 の
健 全 育 成

分 野 標 目 備 整況状末度年71成平目 項
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□人材育成事業
中学生海外派遣 10人
少年洋上セミナー 12人
ジュニアリーダー 40人

□交流・学習拠点施設
子ども未来館 79,054人
天体観測施設
（うすだスタードーム） 3,099人
昆虫体験学習館（H18.６.28開館～　　
H18.12.31） 23,217人

□生涯学習講座参加者
幼児教育 2,118人
青少年教育 2,379人
成人教育 8,107人
高齢者教育 3,154人
文化活動 22,962人

□公民館
設施1館　本
設施7館区地

□生涯学習センター
2施設 利用者 167,237人

□図書館
4館 利用者 212,514人

□体育施設
所か01館育体
所か5場広動運
所か2場球野
所か3館道武
所か1場道弓

テニスコート 7か所
ゲートボール場 6か所
マレットゴルフ場 4か所

所か1棟泊宿
管理センター 1か所
クラブハウス 1か所

○派遣人員枠の拡大と研修内容の充実

○展示物等の充実と特色ある事業の推進
○各種施設間の連携強化

○佐久市生涯学習基本構想の策定
○魅力ある各種講座・教室の開設と充実
○生涯学習指導者の育成・確保

○各施設の充実と利用促進

○生涯学習センターの充実と利用促進

○中央図書館の整備検討
○移動図書館車の巡回地域の拡充、ミニ図
書館の設置

○図書資料の充実及び周辺の公共図書館と
のネットワーク化推進

○生涯スポーツ運動の促進
○各種スポーツ団体への活動支援と指導者
の養成・確保

○スポーツ教室や各種大会の充実
○既存施設の維持・補修及び老朽化施設の
改築推進

○総合運動公園の整備推進

青 少 年 の
健 全 育 成

生 涯 学 習

ス ポ ー ツ

分 野 標 目 備 整況状末度年71成平目 項
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□上信越自動車道
平成11年10月全線開通（藤岡 JCT
～上越 JCT）
藤岡JCT～豊田飯山 IC間4車線化完成

□中部横断自動車道
佐久 JCT（仮称）～佐久南 IC（仮称）
間建設中
佐久南 IC（仮称）～八千穂 IC（仮称）
間用地買収中

□北陸新幹線
平成９年10月東京～長野間開通

□交流促進型広域道路

□国　道

□主要地方道

□県　道

□都市計画道路整備率 50.6 ％

□市　道
％4.34率良改
％9.86率装舗

□歩　道

□市内巡回バス

○全線の早期4車線化の促進

○佐久 JCT（仮称）～八千穂 IC（仮称）
間の供用開始

○八千穂ＩＣ（仮称）～北杜市長坂ＪＣＴ（仮
称）間の整備計画格上げと建設促進

○長野以北～金沢間の開業及び金沢以西先
線の建設促進

○松本・佐久間交流促進型広域道路の候補
路線指定

○国道141号・142号の4車線化促進

○川上佐久線・佐久小諸線のバイパス建設
の促進

○佐久軽井沢線・下仁田浅科線の拡幅改良
の促進

○取出中央線・三分中込線・上原猿久保線
の拡幅改良の促進

○上小田切臼田停車場線・塩名田佐久線の
整備促進

○佐久市都市計画道路整備プログラムの策
定

○原東1号線・跡部臼田線など幹線道路の
整備推進

○東西幹線や北幹線など新設・改良の推進
○既存市道の拡幅・補修改良や側溝の整備
推進

○歩車道分離と歩道内の段差解消の推進

○運行経路の見直し等による機能性の向上

高速交通ネ
ットワーク

地域交通ネ
ットワーク

分 野 項 目 標 目 備 整況状末度年71成平
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□都市計画区域
都市計画区域 11,857ha
用途地域 1,386ha

□農業振興地域
農業振興地域　 27,305ha
農用地区域 6,932ha

□森林面積 26,256ha

□国土調査実施率 78.44％

□市街地

□土地区画整理事業
岩村田相生町南土地区画整理事業施行中
近津土地区画整理事業協議中

□住　宅 34,778世帯
（平成17年国勢調査）

□公営住宅 40か所・894戸

○都市計画区域の浅科・望月地区などへの
拡大

○佐久市都市計画マスタープランの策定
○佐久南 IC（仮称）周辺の「新農業技術開
発拠点」の整備推進

○臼田 IC（仮称）周辺の「メディカルハイ
ウェイオアシス構想」の整備推進

○自然環境や市域バランスに配慮した長土
呂・中佐都地区 IC周辺の土地利用の推進
○用途地域内低・未利用地の有効活用促進

○優良農地の保全
○中山間遊休荒廃農地の再生・活用の促進

○森林の育成・保全と森林資源の総合的利
活用の促進

○臼田地区を重点とした事業の推進

○佐久市中心市街地活性化基本計画の策定
○民間開発の適切な誘導などによる計画的
かつ秩序ある整備促進

○岩村田相生町南・近津土地区画整理事業
の完了

○秩序ある市街地整備のための土地区画整
理事業の導入推進

○定住人口の増加に資する住環境整備の促
進

○佐久市住宅マスタープランの策定
○佐久市土地開発公社が造成した住宅団地
の販売促進

○地域住宅計画の策定
○計画的な建て替えと生活しやすい住環境
整備の推進

土 地 利 用

市 街 地

住宅・宅地

分 野 標 目 備 整況状末度年71成平目 項
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□CATV
％6.65率備整
％9.11率入加

□情報化

□情報センター利用者 17,281人

□農家数及び経営耕地面積
総農家数 8,446戸
経営耕地面積 4,836ha

（平成17年農林業センサス）

□水田ほ場整備面積 3,904ha

□耕作放棄地面積 1,246ha
（平成17年農林業センサス）

□農業産出額（平成17年）
円億5.54米
　円億2.12菜　野
円億5.6実　果
円億8.51卉　花
円億1.61産　畜

□林業経営体数 196経営体
（平成17年農林業センサス）

mk332長延道林□

○市内全域の双方向型情報通信ネットワー
ク構築
○ＣＡＴＶの加入促進と企業の情報環境の
整備促進

○佐久市情報化計画や佐久市テレトピア計
画の策定
○各種システムの整備による電子自治体の
構築

○佐久情報センターを拠点とした人材育成
の推進

○担い手の育成・確保と農地利用集積の促
進
○認定農業者の確保と農業経営の法人化の
促進
○滞在型市民農園（クラインガルテン）の
開設
○グリーンツーリズムによる都市住民と農
村との交流の推進

○畑地等の土地基盤の整備
○農道・用排水路・ため池等の整備促進

○耕作放棄地・遊休荒廃農地の発生防止及
び再生・活用

○新農業技術開発拠点の整備推進と農産物
総合供給基地の確立
○地産地消の促進による地元農産物の消費
拡大
○農産物のブランド化及びＰＲ・販路開拓
の促進
○地元産米の普及促進
○野菜・果樹・花卉等の栽培の団地化及び
生産の拡大促進
○有機資源の活用による土づくりの促進

○林業従事者の育成・確保及び就労環境の
向上の促進

○林道の整備促進
○森林セラピー等の連携による観光客との
交流促進
○森林病害虫や有害鳥獣等による森林被害
の予防・防止

高度情報通信
ネットワーク

農 業

林 業

分 野 項 目 標 目 備 整況状末度年71成平
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□出荷量（平成17年）
ｔ3.98イ　コ
ｔ0.02ナ　フ

ニジマス 115.0 ｔ

※農林業センサスの数値は、旧4市町村の
合算値である。

□商店数
店212売　卸

小　売（飲食店を除く） 1,166店
（平成16年商業統計調査）

□年間販売額
　円億257売　卸

小　売（飲食店を除く） 1,256億円
（平成16年商業統計調査）

□商圏人口
人万4.52口　人

吸引力係数 230.6 ％
（平成15年長野県商圏調査：旧佐久市）

※商業統計調査の数値は、旧4市町村の合
算値である。

□年間観光客数（平成17年） 169万人

○観光業等との連携による振興促進
○養殖生産施設の整備促進
○創作料理の開発など高付加価値化の促進
○メディアを活用した新たな市場の開拓及
び消費の拡大

○チャレンジショップなどによる空き店舗
の活用促進
○経営者・後継者及び専門的技術者の育
成・確保
○商工団体との連携による融資制度の拡充

○商店街環境整備の促進
○佐久市中心市街地活性化基本計画の策定
による市街地整備の推進
○特産品のブランド化による販路の拡大及
びＰＲの促進

○街おこし事業及び商業活性化事業の展開
○観光業など他産業との連携強化による商
圏の拡大

○新たな観光拠点の整備と観光資源とのネ
ットワーク化の促進
○地理的優位性を生かした広域観光ルート
の創出
○観光案内標識など観光関連施設の充実
○観光イベントの充実及び創設の検討
○味や歴史等を題材とした独自の観光空間
の創出
○体験型観光ブランドづくりと土産品の開
発の促進

水 産 業

商業・サー
ビ ス 業

観　　　光

分 野 標 目 備 整況状末度年71成平目 項
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□事業所数
従業者4人以上の事業所　325事業所

（平成16年工業統計調査）

□製造品出荷額等
従業者4人以上の事業所 2,523億円

（平成16年工業統計調査）

□企業誘致

※工業統計調査の数値は、旧4市町村の合
算値である。

□労働力確保

□定住促進

□勤労者福祉センター
利用件数 4,786件
利用者 157,516人

□ボランティアセンター登録者
人362　人　個

団　体　 135団体

○佐久市産業振興ビジョンの策定による中
小企業の育成促進
○産業振興センターの機能拡充
○高度情報通信基盤の整備促進による操業
環境の充実
○人材育成及び後継者育成の促進

○産学官・産産連携の促進と佐久ブランド
の確立
○新商品開発及びＰＲ・販路拡大の促進
○太陽光発電など新エネルギー分野の産業
の創出促進

○地理的優位性を生かした企業誘致の推進

○就職情報の収集・提供と相談業務体制の
充実
○労働環境改善の促進
○高齢者等の労働力の確保及び技術継承の
促進
○佐久技術専門校等の活用による人材育成
の促進

○Ｕターン施策等による都市住民の定住促
進対策の強化

○福利厚生施設の充実及び活用促進

○佐久市地域福祉計画の策定
○相互扶助の理念に基づく地域福祉ネット
ワークの拡充
○社会参加の促進、社会活動の支援
○ボランティア組織の充実、地域コミュニ
ティの育成・強化

工 業

就労・雇用

福 祉 の
まちづくり

分 野 項 目 平成17年度末状況 整 備 目 標
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□シルバー人材センター会員　 1,141人
□ひとり暮らし高齢者 2,483人
□寝たきり高齢者 1,065人
□認知症高齢者 1,314人
□第1号被保険者（65歳以上）

24,389人
人759,3者護介要□

□老人福祉拠点施設
（特養老人ホーム） 2か所

□かしの実園
入所者 8人（定員12人）

□臼田学園
入所者 29人（定員30人）

□臼田啓明園
入所者 50 人（定員50人）

□母子世帯 882世帯(H18.6 月現在）
□父子世帯 99世帯(H18.8 月現在）

□生活保護世帯 287世帯

□健康相談、健康教育
活動参加者 9,771人

□基本健康診査（誕生月健診含む）
人998,7者診受

□高齢者在宅訪問・介護予防活動　
人008績実問訪

□結核健診受診者 6,687人

○高齢者就労施策の充実、シルバー人材セ
ンターの機能強化

○保健福祉分野の連携による高齢者支援施
策の充実

○地域包括支援センターを中心とした地域
支援事業の推進

○認知症高齢者・介護者支援のための環境
整備の推進

○介護保険事業の推進
○民間との連携による介護サービスの充実
○老人福祉拠点施設の整備推進

○佐久市障害者プランの策定
○入所・利用施設の整備充実
○障害の早期発見及び機能回復のための療
育指導の強化

○自立と社会復帰に向けた支援体制の整備
推進

○相談・指導体制の充実
○生活援護施策の充実
○お兄さんと遊ぼう事業等交流事業の充実

○社会的自立に向けた計画的な訪問・相談
体制の強化

○生活実態に即した支援対策の充実

○地域一体となった保健予防活動の拡充
○ライフステージに応じた食育の推進
○口腔歯科保健事業の推進
○「森林浴」と「温泉」によるこころとか
らだの健康づくり事業の推進

○基本健康診査の内容充実と受診勧奨
○内臓脂肪症候群等生活習慣病の予防と知
識の普及

○要援護高齢者、家庭介護者への支援事業
の推進

○在宅要介護者への歯科保健事業の推進

○感染症の知識の普及と予防啓発活動推進
○結核健診の徹底と受診率の向上

高齢者福祉
・介護保険

障害者福祉

母子父子福
祉・低所得
者 福 祉

健 康 増 進

成人・老人
保 健

感染症対策

分 野 標 目 備 整況状末度年71成平目 項
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□佐久の泉共同作業所
通所者 17人／日平均（定員25人）

□望月ひまわり共同作業所
通所者 8人／日平均（定員13人）

□浅科ふれあいホーム　　　
通所者 8人／日平均（定員10人）

□市立国保浅間総合病院
　科71目科療診

床323数床病
所か３所療診

□メディカルハイウェイオアシス構想

□国民健康保険　　　
加入世帯

19,775世帯（加入率56.1 ％）
被保険者

38,937人（加入率38.8 ％）

□国民年金
第1号被保険者（自営業、学生等）

16,048人
第3号被保険者（会社員等の扶養配偶者）

6,902人

□保育所
市　立　20園　　定員 1,670人
私　立　 ８園　　定員 950人

所か41館童児□

□各種乳幼児健康診査参加者 4,130人
□母子・育児支援等教室参加者 4,383人

○精神保健福祉の知識の普及・意識の啓発
活動の推進

○相談・訪問指導の充実による心の健康づ
くりの促進

○自立と社会復帰に向けた支援体制の整備
推進

○医療機関相互連携による地域医療体制の
充実

○専門化する医療に対応した高度医療の
確保

○在宅訪問診療・看護の推進
○介護保険制度の進展にあわせた事業展開
○安心して子供を生み育てられる周産期・
小児医療の充実

○病院施設の計画的改築の推進

○「メディカルハイウェイオアシス構想」
の推進

○健康診査、保健指導、各疾病予防啓発活
動の推進

○国民健康保険事業の健全運営と収納率
向上

○老人保健医療制度の啓発と医療費適正化

○納税意識の高揚につながる広報活動や年
金相談の充実

○子育て支援ネットワークの拡充
○特別保育等の内容充実と施設整備の推進
○統合や民間活力による管理運営の検討

○全小学校区域への児童館の整備推進

○出産前からの一貫した母子保健支援体制
の充実

○思春期保健事業の推進

精 神 保 健

医 療

医 療 保 険

国 民 年 金

子育て支援
・児童福祉

母 子 保 健

分 野 標 目 備 整況状末度年71成平目 項
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□環境保全
緑の環境調査実施（旧佐久市） ５回

□街路樹延長 31.0km

□公　園
都市公園等 59か所・81.0ha
市民一人当たり公園面積 8.0㎡

□景観形成
所か５定協民住
所か1定協築建
所か2定協化緑
所か2画計区地

□親水公園

□廃棄物処理量 28,951ｔ

％2.13率化源資□

○緑の環境調査の継続実施
○佐久市環境基本計画の策定
○自然環境に影響を与える乱開発の防止と
指導強化

○大気汚染や水質汚濁などの公害未然防止
の指導・監視強化

○省エネルギーの取り組みや森林・街路樹
整備などの地球温暖化対策の推進

○本市の特性にあった新エネルギーの利用
促進

○佐久市緑の基本計画の策定
○市民・事業者・行政が一体となった街並
み緑化の推進

○既存公園の利用促進と新規公園の整備推
進

○地域住民との協働による管理や美化活動
の推進

○森林セラピー基地としての平尾山公園の
施設整備推進

○総合運動公園の整備推進

○佐久市景観育成計画の策定
○佐久らしい景観形成を推進するための景
観行政団体への移行

○住民協定、建築協定等の締結など市民・
事業者・行政が一体となった景観形成活
動の促進

○千曲川や湯川など河川の親水公園化の推
進

○地域住民との協働による水辺空間の管理
や美化活動の実施

○ごみ減量化や適正処理の推進
○ごみ不法投棄等の防止と地域住民との協
働による河川等の清掃活動の推進

○分別収集の徹底
○資源物のリサイクル化と生ごみなどの再
資源化の促進

○リサイクル活動の促進とリサイクル情報
システムの構築

環 境 保 全

街並み緑化
・公　　園
・景観形成

水 辺 空 間

環 境 衛 生

標 目 備 整況状末度年71成平目 項野 分
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□廃棄物処理施設
佐久クリーンセンター処理能力

120ｔ／日
川西清掃センター 処理能力

20ｔ／10h
うな沢第2最終処理場埋立容量

148,000m3

川西一般廃棄物最終処分場 埋立容量
39,000m3

宇とう南沢処理場埋立容量 241,920m3

□上水道普及率 99.7 ％

□下水道
％8.77率化洗水

公共下水道整備面積　 1,631.76ha
特定環境保全公共下水道整備面積

379.7ha
農業集落排水・コミュニティプラント

区地71区地備整
合併処理浄化槽設置基数 5,812基

□防災無線
局76系報同

移動系 車載機　48台
携帯機　66台

□自主防災組織 89組織

○一般廃棄物処理基本計画による施設運営
○ガス化溶融炉など新たな処理施設の整備
○新たな最終処分場の施設整備検討

○給水区域内における未給水区域解消の促
進

○施設の適正な維持管理と安定給水の確保
○水需要に対応した新規水源の確保
○節水意識の高揚と水道事業の健全経営の
促進

○佐久市生活排水処理基本計画の策定
○全戸水洗化の達成と施設の適正な維持管
理の推進

○不均衡な使用料の解消と公営企業会計へ
の移行

○処理施設の合理的な管理方法の検討

○防災機能の強化と有事におけるライフラ
インの確保

○防災関連施設の整備と防災資機材等の備
蓄の推進

○防災情報伝達システムの充実

○自主防災組織の全区組織化と地域防災活
動の促進

○防災知識の普及と防災意識の高揚

環 境 衛 生

上 水 道

下 水 道

防 災

分 野 項 目 標 目 備 整況状末度年71成平
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□災害危険箇所 999か所

□雨水排水施設整備面積 24.3ha

□火災件数（平成17年） 79件

□救急出動件数（平成17年） 3,243件

□交通事故（平成17年）
件107数件生発
名９数者死

（うち65歳以上　5名）
名339数者傷負

（うち65歳以上　121名）

□防犯灯設置数 8,834か所

□消費者相談件数 483件

○災害危険箇所の市民への周知と整備の推
進

○治山治水対策の充実強化と河川等の改修
の推進

○建物の安全性に関する意識の高揚
○住まいの安全「とうかい」防止対策事業
の促進

○市街地の雨水排水施設整備の推進

○消防施設等の整備・更新とはしご付消防
ポンプ自動車の導入促進

○消防団の施設・装備の充実と消防団組織
体制の構築

○広報活動による防火意識の高揚
○関係機関との連携による防火管理・防火
体制の充実

○救急・救助体制の強化促進と高度救急資
機材の整備促進

○消防無線のデジタル化移行に伴う通信指
令系統一元化の促進

○応急手当の正しい知識と技術の普及

○佐久市交通安全計画による交通安全対策
の推進

○歩道などの交通安全施設の整備推進
○広報・啓発活動の推進による交通安全意
識の高揚

○地域ぐるみの防犯活動の促進と地域防犯
体制の充実

○防犯に関する情報提供の充実と防犯意識
の高揚

○防犯灯の整備推進
○高度情報通信技術の活用による防犯環境
の整備

○関係機関との連携による相談体制の充実
○消費者保護対策の推進
○ごみ減量意識の高揚と広報・啓発活動の
推進

防 災

消防・救急

交 通 安 全

防 犯

消 費 生 活

標 目 備 整況状末度年71成平目 項野 分

189189

資
料
編

市
民
生
活
の
安
全
確
保
と
市
民
満
足
度
の
向
上

市
民
満
足
度
の
向
上

□広報・広聴
広報佐久を佐久市ホームページに掲載
市政モニター通信実施 1回　
子ども議会開催 1回
ホームページへの意見・提言 180件

□行政改革

□広域行政

○広報佐久の充実による広報活動の推進
○市民の市政参画機会の拡充
○地区行政懇談会などによる広聴活動の充
実
○情報公開と個人情報保護の推進
○地域コミュニティ団体やボランティア・　
ＮＰＯ等への活動支援

○簡素で効率的な行政組織の確立
○行政評価システムや人事評価システムの
導入
○指定管理者制度の活用やPFI 手法の検討
○事務事業の民間委託や民営化の推進
○計画的・効率的な財政運営の推進と財政
構造の弾力性の確保
○納税意識の高揚と収納率の向上
○合併特例債等市債の適正運用と特定財源
を活用した事業の導入

○火葬場の市内への建設について調査検討
○関係機関・関係自治体との連携による佐
久ナンバーの実現
○事務事業の効率化を図るため一部事務組
合の統合検討
○市町村合併など広域行政体制の検討

協 働 の ま
ち づ く り

行 財 政

分 野 標 目 備 整況状末度年71成平目 項
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2.佐久市総合計画審議会委員名簿2.佐久市総合計画審議会委員名簿

氏　　　　　名
篠　原　　　昭
鈴　木　公　人
町　田　　　直
田　嶋　正　人
松　澤　容　子
田　嶋　史　朗
森　角　芳　藏
栁　沢　民　弥
比田井　久壽郎
松　田　勝　夫
依　田　勝　雄
清　水　勇　雄
井　出　明　雄
松　田　茂　樹
上　原　　　修
樫　山　高　士
武　重　茂　雄
楜　澤　今朝三
朝　倉　正　治
清　水　秀三郎
茂　原　仙　次
臼　田　誠三郎
坂　戸　政　彦
御　影　文　徳
高　橋　嘉　忠
相　京　市　子
臼　田　早　人
小　松　勇　夫
清　水　　　浩
竹　岡　佳　子
新　津　昌　男
加　藤　秀　夫
高　柳　博　明
日　暮　文　子

会　長
副会長
委　員

信州短期大学学長
佐久美術会顧問
佐久市区長会会長
元佐久臼田浅科望月合併協議会委員
佐久市男女共生ネットワーク副会長
臼田町商工会会長
元佐久臼田浅科望月合併協議会委員
浅間地区区長会会長
元佐久臼田浅科望月合併協議会委員
浅科村商工会会長
元佐久建設事務所所長
佐久ケーブルテレビ（株）常務取締役
身近な生き物生息分布調査専門考察員
佐久市農業委員会会長
佐久市観光協会会長
佐久商工会議所会頭
望月町商工会会長
佐久浅間農業協同組合常務理事
望月地区区長会会長
佐久青年会議所理事長
佐久市社会福祉協議会会長
佐久市民生児童委員協議会会長
佐久医師会副会長
佐久歯科医師会会長
佐久市老人クラブ連合会会長
佐久市男女共生ネットワーク会長
佐久市身体障害者福祉協会会長
元佐久臼田浅科望月合併協議会委員
佐久市体育協会会長
佐久市教育委員会委員長　
臼田地区区長会会長
佐久市ＰＴＡ連合会会長
佐久市保育園保護者会連合会会長
佐久市男女共生ネットワーク副会長

第１部会
第２部会
第１部会

第２部会

第３部会

第４部会

第５部会

所　属　部　会

部 会 長
副部会長

部 会 長
副部会長

部 会 長
副部会長

部 会 長
副部会長

部 会 長
副部会長

役　　　　　　職　　　　　　等

（役職等は、委員委嘱時のものです。）
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（1）審議会
① 平成17年9月28日　第1回総合計画審議会

【委員の委嘱（34名）】、【会長・副会長の選出】、【諮問】、【策定要領の審議（原案了承）】、
【市民アンケートの実施、市内小中学生の意見集約について説明】

② 平成17年11月 28日　第2回総合計画審議会
【現地視察】

③ 平成18年3月28日　第3回総合計画審議会
【序論・基本構想の審議】

④ 平成18年4月25日　第4回総合計画審議会
【序論・基本構想の審議（原案了承）】、【部会設置】

⑤ 平成18年5月31日～6月2日　第5回総合計画審議会（部会）
【基本計画の審議】

⑥ 平成18年6月15日～6月21日　第6回総合計画審議会（部会）
【基本計画の審議】

⑦ 平成18年8月2日～8月4日　第7回総合計画審議会（部会）
【基本計画の審議】

⑧ 平成18年8月30日～9月1日　第8回総合計画審議会（部会）
【基本計画の審議（原案了承）】

⑨ 平成18年11月 7日　第9回総合計画審議会
【各部会審議結果報告、序論・基本構想・基本計画の審議】
【第一次佐久市総合計画（案）決定】

⑩ 平成18年11月 13日　答申

（2）議　会
① 平成18年11月 29日　基本構想の上程

【序論・基本構想・基本計画の説明（市議会全員協議会）】
② 平成18年12月 13日～12月 14日　常任委員会

【総務文教・経済建設・社会委員会で基本構想の精査後、総務文教委員会で審査】
③ 平成18年12月 18日　本会議にて基本構想原案可決

（3）市民アンケート等
① 平成17年10月 27日～12月 6日　佐久市総合計画策定に係る市民アンケート実施

（調査対象：16歳以上の男女3,000人　有効回答：1,834人　回収率：61.1%)
② 平成18年1月～2月　市内小中学生の意見集約（小学生：絵画、中学生：意見文）

（4）庁内会議
○　平成17年9月～平成18年10月

企画調整委員会、企画調整幹事会、土地調整幹事会、部会別検討チーム会議、
道路計画検討チーム会議等

3.第一次佐久市総合計画策定の経過3.第一次佐久市総合計画策定の経過
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17佐企第283号
平成17年 9月28日

佐久市総合計画審議会
会長　篠原　昭　　様

佐久市長　三浦大助

第一次佐久市総合計画及び国土利用計画（佐久市計画）について（諮問）

これまでに経験したことのない人口減少・少子高齢化社会などに対応するために誕生し
た新佐久市は、佐久の風土と伝統や文化、先人の叡智や情熱を継承しながら、均衡ある発
展を図り、着実に歩んでいくことが求められています。
こうした中、本市の望ましい将来像と、振興発展を展望した基本構想及びこれに即する
基本計画、また国土利用計画を策定するため、佐久市総合計画審議会条例第２条の規定に
より貴審議会の意見を求めます。

18佐総審第 1号
平成18年 11月 13日

佐久市長　三浦大助　様
佐久市総合計画審議会

会長　篠原　昭
第一次佐久市総合計画について（答申）

平成17年9月28日付け17佐企第283号で諮問のありました「第一次佐久市総合
計画（案）」について、別添のとおり答申します。
答申にあたり、地方行政を取り巻く環境は厳しい状況下ではありますが、今後も、市民
福祉のさらなる向上に向けた行政改革の推進と健全な財政運営に努められ、本市の均衡あ
る発展のための積極的な施策展開を強く望みます。
なお、詳細については、市当局において検討のうえ計画を樹立されたい。

4.諮　問4.諮　問

5.答　申5.答　申

193193

6.まちづくりゾーン図6.まちづくりゾーン図
新市建設計画で示されたまちづくりゾーン図を掲載します。
（名称等を一部変更しています。）

資
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■北部ゾーン(交流・創造文化・商工業ゾーン)
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■南部ゾーン(情報・商業・医療ゾーン)
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■東部ゾーン(観光・歴史文化ゾーン)
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■西部ゾーン(農業・健康・歴史文化ゾーン)
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■自然共生ゾーン
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非 核・平 和 都 市 宣 言

暴 力 追 放 都 市 宣 言

交 通 安 全 都 市 宣 言

環 境 都 市 宣 言

部 落 解 放 都 市 宣 言

子育て支援都市宣言

健 康 長 寿 都 市 宣 言

青少年健全育成都市宣言

ス ポ ー ツ 都 市 宣 言

都 市 宣 言都 市 宣 言

平成18年3月23日議決
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佐久市合併系図佐久市合併系図

岩　村　田　町（明 22.4）

平　　根　　村（明 22.4）

中　佐　都　村（明 22.4）

高　　瀬　　村（明 22.4）

御　代　田　村（明 8）

野　　沢　　町（明 30.3）

桜　　井　　村（明 8）

岸　　野　　村（明 22.4）

前　　山　　村（明 22.4）

大　　沢　　村（明 9.6）

中　　込　　町（大 8.11）

平　　賀　　村（明 22.4）

内　　山　　村

三　　井　　村（明 22.4）

志　　賀　　村

臼　　田　　町（明 26.6）

切　　原　　村（明 22.4）

田　　口　　村（明 22.4）

青　　沼　　村（明 22.4）

中　　津　　村（明 22.4）

五郎兵衛新田村

南　御　牧　村（明 22.4）

望　　月　　町（明 8）

茂　田　井　村（明 8）

印　　内　　村

布　　施　　村（明 8）

春　　日　　村（明 8）

協　　和　　村（明 8）

（昭 29.12.20）

昭32.2.1　大字御代田の一部（小田井下宿・荒田・西屋敷）
　　　　　が浅間町に編入

（昭 31.9.30）

（昭 29.4.1）

（昭 31.8.1）

（昭 30.2.1）

（昭 30.8.1）

（昭 31.9.30）

（明 22.4）
本　牧　町
（昭29.4.1）

（昭 36.4.1）

（昭 32.4.1）

（昭 30.1.15）

（昭 34.8.1）

　
（
平
成
　　   
年
4
月
1
日
）

17

佐 

久 

市

御 代 田 町

浅　間　町

佐　久　市

臼　田　町

本　牧　村

浅　科　村

望　月　町

（         　　　　　　  ）

（昭 34.4.1　大字平林の一部が佐久町へ編入）

（昭 35.4.15　大字茂田井の一部が立科町へ編入）

野　沢　町

中　込　町

東　　　村

臼　田　町

田口青沼村
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佐久市民の歌佐久市民の歌



叡智と情熱が結ぶ、21世紀の新たな文化発祥都市

第一次佐久市総合計画

平成19年3月
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